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平成 30年 7月豪雨による広島県の土砂災害の特徴  

東京電機大学       

名誉教授  安田 進 

まえがき 

平成 30 年 7 月に西日本を襲った豪雨は中国・四国・九州の非常に広い地域で甚大な災害をもた

らした。災害の種類も、斜面崩壊、土石流、河川の氾濫、河川の洗堀、ため池の決壊、ダムの放流

による洪水、盛土の崩壊と多岐にわたった。災害発生後筆者は 4回ほど現地調査に行ったが、それ

でも災害の一部しか回れていない。まだメカニズムの解明も行われている段階であるため、ここで

は土石流被害が特に甚大であった広島県の被害に関して、代表的な事例を紹介する。 

 調査してまわった地区を図 1 に示す。この地域は高さ 500m前後の山が北東から南西にかけて列

状に連なり、その間を川が流れている。道路、鉄道はその川沿いを縫うように走っている。海岸線

には広島市、呉市などの市街地が形成され、山間地でも各

所に集落が発達してきている。広島市では、戦後、都市の

拡大に伴い山際の扇状地などを開発して住宅団地が多く

造成されてきた。 

今回の豪雨では、7月 3日から雨が降り始め、広島市で

は 6 日午後 6 時に 228 ㎜の総降雨量に達した。その後の

数時間に時間雨量 40～60 ㎜の激しい雨が降り、各地で土

砂災害が発生した。 

 

代表的な箇所の被災状況 

 まず土石流によって住宅地が被災した代表例として、広島市安芸区矢野東の被災状況を写真 1に

示す。ここは山裾からどんどん高い所へ宅地化されていった最も高い所に位置し、標高約 100mで

ある。背後に約 400mの高さの山が聳えており、そこから流れ出る小さな渓流で土石流が発生しこ

の地区を襲った。写真の左に見える巨石は土石流で流れてきたものである。広島県の山地は花崗岩

が主体となっており、斜面には風化したまさ土の中に未風化の大玉石が残っている。これらが一緒

に崩れて流下する時、大玉石が先頭になって流れ、大きな破壊力となる。この写真は約 1か月に撮

影したため河川内の土砂は取り除かれていたが、左岸の家の壁を見ると土砂は道路面より 1～1.5m

程度高くまで達したと考えられる。また、橋の部分の流路の面積が非常に小さい。したがって、今

回流出土砂が川自体の流下能力を超えたことに加え、橋の部分の河積が小さく流れを止めたのでは

ないかと推測される。 

 このように山裾に開発された新興住宅地に加え、従来から山間地にある集落でも被害が発生した。

筆者が回った中で最も甚大な被害と感じた地区は写真 2に示す呉市安浦町市原である。ここは周囲

を比高 200m～300mの山で囲まれた盆地であるが、その周囲の山の尾根付近から何カ所も土石流が

発生したため、甚大な被害が発生した。 

同じ土石流被害でも呉市天応では、写真 3 に示すように一面に砂が 1.5m ほども厚く堆積する特

異な被害が発生した。ここを流れる大屋大川の上流部では土石流が発生し、橋や道路、古い砂防  

堰堤を壊していた。これに対し、川が低地に出る市街地までは巨石は達せず土砂だけが流れだし、
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それを海まで流しきれずに氾濫したものと考えられる。 

 土石流はこのように住宅地に甚大な被害を与えたが、道路や

鉄道にも甚大な被害を与えた。写真 4に示す東広島市高野では、

山陽自動車道沿いの山で写真 5 に示す土石流が発生し、道路に

流れこみ交通を遮断した。この写真は 2 カ月後に撮ったため道

路上の土砂は取り除かれているが、のり面には土砂が流れた跡

が残っていた。 

 安芸郡坂町水尻では、写真 6に示すように斜面の中腹を走ってい

る広島呉道路の盛土が崩れ、下を通っている JR 呉線と国道に土砂が覆い被さった。このため、広

島と呉の交通が完全に遮断され、災害 9日後にやっと迂回路が開通した。この写真はその日に撮影

したものである。 

 広島市安佐北区白木町で JR芸備線の橋脚が流された状況を写真 7に示す。JR各線は甚大な被害

を受け、山陽本線や呉線は開通したが、芸備線は 2019 年秋頃までかかる予定となっている。 

 

あとがき 

 広島で 4年前や 8年前に発生した土石流災害も調査してきたが、今回の災害の規模や種類はそれ

らとは桁が違っていた。最近土砂災害は頻繁に発生し始め、規模も拡大している。人命を守る意味

で避難行動に重点が置くだけでなく、ハードな対策がまず大切であると痛切している。 

  

写真 7 白木の橋脚被害 

写真 1 矢野東の土石流被害 写真 2 市原の土石流被害 

写真 4 高野の道路被害 写真 5 高野の土石流状況 写真 6 水尻の盛土被害 

写真 3 天応の砂の堆積 


